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Ｐ Ｔ Ａ 会 報
岩手県立大野高等学校

大野高校ＰＴＡ事務局／岩手県九戸郡洋野町大野 58-12-55　ＴＥＬ（0194）77-2125

4 月 9 日　対面式

6月20日　避難訓練

4月10日　交通安全実技講習会

7月19日 １年総合的な探究の時間 葛巻ワイン工場見学

5月16日　高校総体壮行式

8月18日　北奥羽ナニャドヤラ大会

志 を 持 っ て
ＰＴＡ会長 　坂 久 保　　 了

志 を 持 っ て

　今年度、ＰＴＡ会長を務めさせていた

だきます坂久保了と申します。

　ＰＴＡ会員の皆様には日頃よりＰＴＡ

活動に対し、ご理解、ご尽力を頂きまし

て感謝申し上げます。また校長先生をは

じめ先生方、職員の皆様にもご協力を賜

り厚く御礼申し上げます。

　会長職は柄ではありませんし、正直荷

が重く、不安ばかりの私ではあります

が、ＰＴＡ活動は私達役員だけで成り立

つものではありませんので、保護者の皆

様、教職員の皆様に御協力を得ながら、

会長の職責を全うして参りますので、皆

様のご理解、ご協力を引き続き宜しく御

願い致します。

　さて、高総体、文化祭も終わり、雪が

ちらつき寒さが身にしみる季節となりま

したが、３年生は進学、就職、自分の目

標に向かって努力の日々だと思います。

そして、１，２年生は勉強に、部活動に、

忙しく過ごしている事でしょう。

　高校時代は、先生方から勉強だけでな

く人生の先輩として多くを学び、友人と

語り合い、部活動に熱中し、将来に夢と

希望を抱き、自分自身を見つめて進むべ

き道を模索する大切な時期です。そし

て、色々な事にチャレンジ出来る時期で

す。例え今、勉強で、部活動で、人間関

係で、壁にぶつかったとしても、諦め

ず、何度でも挑戦し、立ち向かっていき

ましょう。先生や親、友人を頼っても構

いません。チャレンジする勇気を持ち、

状況を打破する力をつけましょう。それ

が社会に出てから必ず生きてきます。

　生徒の皆さんは、「桃栗三年柿八年、

柚子の大馬鹿十八年」という言葉を知っ

ていますか？前半の文面はよく耳にしま

すよね。意味は果樹を植えれば、その実

がなるまでにそれ相応の歳月を待たねば

ならない事から、何事も成就するまで

に、それ相応の年月が掛かるという事だ

そうです。

　大野高生の皆さんも在学中に必ず１８

歳を迎えます。１８歳を迎えた時に、夢

や、目標が、自分自身が、成就出来てい

るでしょうか？成就出来る様に日々の努

力を怠らない生活が出来ているでしょう

か？基礎基本を大切にし、社会に出る心

構え、志を持ちましょう。そして、少し

でもいいので地元に、大野に貢献できる

人になってもらいたいと思います。いつ

の日も、大野高校が、地域を盛り上げる

高校でありたいですね。

　結びに、本校発展のためにご尽力を頂

いております、町当局、地域の皆様をは

じめ、大野つばさ会、大野高校を守る

会、同窓会の皆様、そして校長先生はじ

め、教職員各位に対し感謝を申し上げご

挨拶と致します。
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　保護者の皆様には、日頃よりご支

援とご協力をいただきありがとうご

ざいます。また１０月の台風１９号災

害で被災された方々にこの場を借り

て、心からお見舞い申し上げます。

令和という新たな時代が始まり、高

校教育でも部活動のあり方の見直し、

学校における働き方改革、令和３年

度からの県立学校再編後期計画策定

など大きな変革が始まっています。

　昨年度７０周年行事を終えた本校

にとっても今年度は新たなスタート

の年となり、ＰＴＡも長川敏彦前会

長が退任され、坂久保了新会長が就

任され新体制となりました。

　本校は今年度入学生から１学級編

制となり教育活動の活性化と継続の

ためには、様々な変化が必要となっ

ています。第一に在校生と今後入学

してくる生徒のために教育の質を保

証し、進路目標を実現させることが

優先されます。多様な生徒個々にき

め細やかで丁寧な指導を行うために

は、教育活動を見直しスリム化する

など教育環境を整備しなければなり

ません。教育課程や行事、部活動の

見直しなどです。また同時に部活動

の活性化や体験・探究活動の充実の

ために他校や地域との連携が必要と

なります。合同チームでの活動や地

域学習やインターンシップです。特

に教育活動を進めていく中で人的資

源確保や人的支援が大切になってく

ると考えています。非常勤講師・職

員、ボランティアなどです。現在も

里山整備事業や講演会講師など多く

の方々の支援をいただいています。

特にも大野高校振興協議会には工芸

の授業でデザインセンターの職人の

方々に生徒が直接指導いただくこと

を可能にしていただきありがとうご

ざいます。この体験は生徒にとって

かけがえのない宝となるものと感謝

しております。

　今年度のＰＴＡ活動においても交

通安全登校指導や県母親委員会への

参加はもちろん、大野高祭では延べ

４０名以上の保護者の方に食堂を運

営していただき文化祭を支えていた

だきました。また坂久保会長、太内

田副会長には、お二人でかき氷を販

売していただき食堂に花を添えてい

ただきました。大変ありがとうござ

いました。

　結びに学校、ＰＴＡがそれぞれ自

立して活動し、教育活動を支え合っ

ていくことが本校の活性化と存続に

は必要であろうと考えますので、保

護者の皆様には今後ともご協力を宜

しくお願いいたします。

校　長 　中　野　達　博

自  立  と  連  携

吹  奏  楽  部 　高等学校小編成の部（大野中学校と合同参加。本校生徒６名、中学生８名）　銅賞

自然 科 学 部

総合 文 化 部
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部

【団体戦】男子学校対抗　２回戦敗退
【個人戦】
　男子シングルス
　間澤　１回戦敗退　　七ツ役　１回戦敗退
　岩崎(琉)　３回戦敗退（ベスト32） 
　男子ダブルス
　岩崎琉生・間澤　２回戦敗退
　七ツ役・岩崎(尚)　１回戦敗退
　女子シングルス
　大村　10位（令和元年度東北大会出場）

【個人戦】
　女子シングルス
　１回戦進出　大村　３－２　蛭田こころ(３年) 岩城第一高校
　２回戦敗退　大村　１－３　佐藤　沙耶(２年) 由利高校

【個人戦】
　男子シングルス
　２回戦敗退　七ツ役(２年）０－３　鈴木（飯豊中）
　２回戦敗退　間澤　(２年）０－３　中嶋（専大北上）
　女子シングルス
　２回戦敗退　大村　(１年）２－３　石川（大船渡東）　

【団体戦】男子学校対抗　２回戦敗退　０－３（一関学院）
【個人戦】
　男子ダブルス
　３回戦敗退ベスト16
　七ツ役(２年)・間澤(２年)ペア ２－３ 鈴木・川田ペア(盛岡三)
　男子シングルス
　２回戦敗退　七ツ役（２年）０－３　佐藤（一関工）
　２回戦敗退　間澤　（２年）０－３　小島（一関工）
　１回戦敗退　岩崎　（１年）１－３　瀨川（盛岡農）
　女子シングルス
　４回戦敗退　第11位　大村(１年）０－３　小林（宮古商）

【個人戦】
　男子シングルス
　３回戦敗退　間澤（２年）０－３　入江（専大北上）
　２回戦敗退　岩崎（１年）１－３　池端（軽米高）
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　男子　３回戦　　　　大野　72－102　一関修紅
　女子　２回戦　種市・大野　49－106　盛岡二

　３日(土)リーグ戦（釜石商工高校体育館）　
　１試合目　大野　 93－40　釜石商工　　　　　２試合目　大野　106－78　大船渡
　４日(日)決勝トーナメント（釜石商工高校体育館）
　準決勝　　大野　 97－81　宮古　　　　　　
　決　勝　　大野　104－72　久慈東　　　結果　４戦全勝　１位

　１回戦　　大野　96－75　 黒沢尻北
　２回戦　　大野　92－75　 専大北上
　３回戦　　大野　72－128　盛岡南　　　結果　ベスト８
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　１回戦　　大野　０－14　一関高専

　１ｓｔステージ　６勝１分で８チーム中１位（久慈高校と合同チーム）
　２ｎｄステ－ジ　２勝２敗で５チーム中２位（久慈高校・久慈東高校と合同チーム）

　２回戦　　大野・久慈・久慈東　０－４　盛岡北

硬
式
野
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部

　　　　　　　１回戦　大野　８対10　久慈工業
　　　敗者復活１回戦　大野　10対０　福岡工業（６回コールド）
　　　敗者復活２回戦　大野　５対４　葛巻
　敗者復活代表決定戦　大野　８対27　伊保内（５回コールド）

　県北三校連合（大野・軽米・種市）　１対４　水沢第一
バ
レ
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　１回戦
　１セット　　大野　７ 対 25　大船渡東
　２セット　　　　　11 対 25　　　　　　初戦敗退

ソ
フ
ト
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【団体】
　男子　　１回戦　大野　０－３　北上翔南　　敗退
　女子　　１回戦　大野　２－１　軽米　　　　２回戦　大野　０－２　久慈　　敗退

【団体】
　男子　　１回戦　大野　０－３　盛岡市立　　敗退
　女子　　１回戦　大野・種市　０－３　北上翔南　　敗退

大野高生の活躍
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会長最後のＰＴＡ総会を終えて ～退任挨拶～
前ＰＴＡ会長 　長　川　敏　彦

会長最後のＰＴＡ総会を終えて ～退任挨拶～

　９月26日に里山整備事業の一環として、収穫祭が開催されました。当日は晴天の中、先生のご指導の下、
生徒たちは元気に山に入っていきました。
　毎年この事業でお世話になっている岩舘勝男氏、小沢一男氏のご指導のもと、生徒たちは意気揚々と入山し
ていきました。しかし、例年以上の夏の暑さや天候不順の影響か、今年度のマツタケ収穫数は残念ながら０
本。そんな逆境の中でも、生徒の気持ちの切り替えは早く、マツタケを焼く予定だった焼き台で、皆楽しく持
ち寄った食材でバーベキューを楽しみ、親交を深めました♪

ＢＢＱ風景
マツタケ

探索中

キノコについての説明を聴く１年生岩舘氏（中央）、小沢氏（右上）

交通安全委員会

　５月８日（水）と９月25日（水）に合同登校指導が行われま
した。
　生徒・保護者の交通安全委員の生徒・本校職員が力を合わ
せ、校門前、高校付近横断歩道、学校裏バイク入口ゴミステー
ションの３カ所に分かれ、朝登校する生徒達に挨拶を交わしな
がら、登校時の交通安全意識の涵養を目指しました。

登校指導を終えて

　退任するにあたり皆様にお礼申し

上げます。４年前、縁あって会長

という重責を担う立場になりまし

た。常に不安を思いながらの４年間

でした。そんな頼りない私がこの４

年間会長を務めることが出来ました

のも、力強くサポートしてくださっ

た副会長はじめ役員の皆様のご協力

によるものです。本当にありがとう

ございました。また校長先生はじめ

先生方には会長として至らないとこ

ろや、ご迷惑をおかけした点も多々

あったと思いますが、先生方のご指

導、ご協力によりＰＴＡ活動を無事

に終えることができたことに心より

お礼申し上げます。

　会員の皆様にはＰＴＡ活動に対し

まして積極的にご協力頂き、ありが

とうございました。今後もＰＴＡ活

動へのご理解、ご協力よろしくお願

いします。私にとってこの４年は

色々な経験をさせていただき、貴重

で意味ある年となりました。一番に

感じたことは保護者の皆様には積極

的に学校と関わって欲しいというこ

とです。私も、これからは一大野高

校同窓会員として学校と関わってま

いりたいと思います。もう一つ、私

たちの子供が色々な場面で地域の

方々に大変お世話になっているとい

うことを知っていただきたいと思い

ます。子供は親だけが育てるのでは

なく、家庭・学校・地域が協力しあ

うことが大切であること。そしてこ

の連帯があってはじめてより良い教

育が可能になると再確認させられた

ことが沢山ありました。お世話に

なっている地域の方々には保護者の

一人として感謝申し上げたいと思い

ます。本年度も役員の皆様を中心に

子供たちのためのＰＴＡ活動が充実

できますよう保護者の皆様のご協力

お願い申し上げ、退任の挨拶とさせ

ていただきます。ありがとうござい

ました。

　最後になりましたが、次年度のＰ

ＴＡのさらなる発展を期待しまし

て、ご挨拶とさせていただきます。
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研修委員長　附 柳　涼 子（３Ａ 彩香）

　10月18日午後と19日、２日間文化祭が開催されました。
今年度のＰＴＡ企画では「すいとん」を提供し、お陰様で完
売となりました。お忙しい中、事前準備などのご協力をいた
だいた保護者の皆様、ありがとうございました。
　私は、19日の文化祭に参加できました。当日はあいにく
の雨天で、屋台販売は学校内となりました。お祭りのような
混雑ぶりがとても心地よかったです。子どもたちが多くの工
夫を凝らし、メニューに富んでいて購買意欲をそそられまし
た。いくつかをいただきましたが、どれもとても美味しかっ
たです。
　クラスビデオが、昇降口と体育館で上映されていました。
各クラスでそれぞれのストーリーがあり、思いやりもみえ、
その人らしさが出ていてとても楽しめました。芸能人？ぐら
いの演出力におどろきました。
　吹奏楽の演奏は、毎回楽しませていただき癒されます。豊
富な楽曲、音色に感激です。後夜祭の盛り上がりも良く、全
体を巻き込む進行ぶりに驚きです。18日の仮装も、さぞ盛
り上がったのだろうと想像できます。
　駐車場での車の誘導も丁寧でとても充実した時間を過ごせ
ました。皆様の頑張りが大きな成果を残せたと思います。

文化祭を終えて
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　冬季休業中に課外を実施いたします。卒業後の進
路実現のために、基礎学力・応用力共につけていき
ます。ご家庭におかれましても、年末年始のお忙し
い時期かとは思いますが、生徒たちに激励の言葉を
掛けていただくなどご協力をお願いいたします。

　１月８日(水)～10日(金)
　進学希望者・就職希望者共に60分×３コマ
＊９日　２学年は全員対象の就職ガイダンスを実施
　　　　(終日）
＊10日　２学年はマイナビ表現力
　　　　サポートを実施
　　　　(１、２限）

　12月26日(木)～27日(金）
　１月４日(土)～12日(日）
　90分×４コマ

　なお、進学者の３年生は上記の他、12月28日(土)
と29日(日)の２日間、産業デザインセンターにお
いて年末学習会を開催します。生徒・教師が一丸と
なり、入試間近の追い込みをかけていきます。

  目指せ！ 合格！

冬季課外の実施について

社会福祉法人山形福祉会、一沢コンクリート工業㈱  ２名
　 アートコーポレーション㈱、グリーンホスピタリティフードサービス㈱、㈱ユーニック、三島光産㈱、

　　　　　グリーンハウス㈱

釧路公立大学（推薦）、東北学院大学（AO）、盛岡大学（AO）
埼玉東萌短期大学（推薦）、清和大学短期大学部（AO）
岩手県立二戸高等看護学院（推薦）、岩手県立二戸高等技術専門学校（推薦）、岩手リハビリテーショ
ン学院（推薦）、北日本ハイテクニカルクッキングカレッジ（AO）、北日本ヘア・スタイリストカレッ
ジ（AO）、八戸工科学院（推薦）、八戸保健医療専門学校（AO）、仙台医療秘書専門学校（AO）、仙台
大原簿記情報公務員専門学校（推薦）、東北外語観光専門学校（AO）、専門学校日本医科大学校（AO）

管　　内 県　　内 県　　外 合　　計
就職希望者数 ４ １ ５ １０
内 定 者 数 ３ ０ ５ 　８

大　　学 短　　大 専門学校 合　　計
進学希望者数 ４ ２ １２ １８
合 格 者 数 ３ ２ １１ １６

令和元年度 第３学年進路決定状況 令和元年12月13日現在　



久慈平荘との合同避難訓練が開催されました
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山野下　未咲希 　　　　　

　大野高校を卒業して８ヶ月が経ちました。

私は、十文字チキンカンパニーという会社で

製造スタッフとして働いています。

　入社当初は、慣れない環境と幅広い年齢層

に加え、外国人もいるので上手くコミュニ

ケーションを取れるかどうか不安でしたが、

優しい方々ばかりだったため、職場にも人に

も慣れることができました。そのおかげで、

忙しくもあり、大変なこともありますが、毎

日精一杯頑張っています。

　後輩の皆さん、学生が一番楽しいです。悔

いの残らないように高校生活を送ってくださ

い。

佐 々 木　　 輪 　　　　　

　私は岩手県立二戸高等看護学院に進学しました。看護

師になることを決めたのは高校２年生のときでしたが、

今では自分に向いていると思っています。１年生の実習

はコミュニケーションをとることが中心です。様々な人

と関わりそれぞれの人生に関わることができる看護は、

とても魅力的だと思っています。

　私の学校は技術試験や科目試験が多く、毎日をやり切

ることに精一杯ですが充実しています。しかし、周りを

見ていて専門学校は何となくという気持ちで入る場所で

はないのかなと思います。自分のやりたいことを見つけ

て、それに向かって努力してください。

　在校生のみなさん、たくさん笑って悩んで高校生活を

満喫してください。高校生活は私の最高の思い出です。

3年生は辛い時期だと思いますが応援しています。

卒 業 生 の 声卒 業 生 の 声

　９月１９日（木）、特別養護老人ホーム「久慈平荘」様の協力のもと、合同避難訓練が行われました。
　この避難訓練は、「高校生による避難所運営体験として、迅速かつ円滑な災害応急対策活動ができるよう施
設と相互の協力体制を確認すること」をひとつの目的としています。
　生徒は、４つの班（避難誘導班・救命救急班・炊き出し班・消火班）に分かれ、役割分担をしながら、災害
時の施設利用者の迅速な避難介助・心肺蘇生法の訓練・避難者への食事提供の提供を想定した炊き出し・消
火栓の利用方法など各々がどう行動すべきかを学び、「今後いつ起こるかわからない災害に対しての備え」と
「地域連携する重要性」を学びました。
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広報編集委員長　上岡谷　知美（１Ａ 優奈）

　　　　　　　　　今年度も、たくさんの行事や本紙編集をＰＴＡの皆さんのご協力をいただきながら、無事
に終えることができました。３年生も徐々に進路が決定してくる頃となりました。卒業までの残りの日々を、
仲間と共に大切に過ごしてほしいと思います。１・２年生も、目標に向かって勉強や部活動を頑張ってほしい
と思います。
　生徒数の減少により、思うような活動が出来ないこともあるかもしれませんが、それでも大野高校でしか経
験出来ないこともあると思います。
　また、今年は自然災害もあり、いつも通りの生活が出来ていることに改めて幸せを感じます。生徒達が卒業
まで無事に過ごせるよう保護者として見守っていきたいと思います。

編集後記

新入会員の声
小倉　千鶴子（１Ａ 彰仁）

　春から息子がお世話になっています。ドキドキしながら入学
し、毎日バスで通い頑張っている息子をほほえましく毎日見てい
ます。人数の少ない中での部活動。先生方や先輩方のご指導の
中、一生懸命部活動に励んでいる息子の成長をうれしく思ってい
ます。他にも、勉強や給食時間も楽しみなようで、「友達と食べ
るご飯がおいしい」と話しています。
　入学当初は、友達が出来るか心配でしたが、たくさんの先生
方、先輩、仲間に支えられ高校生活を過ごしているようです。
　後２年というあっという間になる高校生活を楽しみ、後輩が憧
れるような先輩になってもらいたいと思います。そして、自分の
生きる道をしっかり考えて生活していってほしいです。
　先生方にはたくさんご迷惑をおかけしますが、ご指導頂き、保
護者の皆様にも温かく子供たちを見守って頂きたいと思います。

新井田　京子（１Ａ 結菜）

　高校に入学してから早いもので７ヶ月
が経ちました。高校生活にも慣れてきた
ようで、楽しく学校生活を送っているよ
うです。
　自分の将来については今の時点では、
まだはっきりと決まっておらず、迷って
いるようですが、これから色々と経験
し、何でも積極的に挑戦し学び、自分の
やりたい事をみつけて頑張ってほしいと
思います。悔いのないように残りの高校
生活を楽しく頑張ってください。
　応援しています。

　11月30日（土）から12月４日（水）の５日間、２年
生32名と引率４名が修学旅行に参加しました。事
故等も無く、生徒達が目標をもち自主研修や寺社参
拝に臨み、充実した修学旅行となりました。皆、目
一杯の笑顔で修学旅行を楽しんでおりました。本記
事では、その様子を一部ではございますが掲載しま
すので、是非ご覧下さい。

修学旅行修学旅行
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